
12
月
１
日
、
地
本
会

議
室
で
貨
物
政
策
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

貨
物
の
政
策
学
習
会

は
毎
年
継
続
し
て
開
催

し
て
き
て
い
ま
す
。
貨

物
会
社
の
構
造
矛
盾
か

ら
、
今
年
の
年
末
手
当

は
１
・
４
か
月
の
低
回

答
で
す
。

職
場
を
超
え
て
、
組

織
の
拡
大
が
再
構
築
を

し
て
い
く
こ
と
と
塚
原

委
員
長
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

貨
物
分
会
長
か
ら
、

発
足
当
時
よ
り
社
員
が

半
分
に
な
り
輸
送
量
は

変
わ
ら
な
い
。
収
入
の

改
善
が
さ
れ
て
い
な
い
。

貨
物
の
現
状
を
も
っ
と

住
民
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。

現
状
と
課
題
と
し
て
、

東
日
本
特
別
執
行
委
員

の
鈴
木
さ
ん
か
ら
状
況

を
報
告
し
て
頂
き
、
学

習
交
流
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
収
入
は

５
期
連
続
の
黒
字
経
営

で
す
が
、
賃
金
は
15
期

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

経
常
利
益
が
赤
字
で

あ
っ
た
と
き
で
も
、
手

当
が
２
・
５
か
月
を
超

え
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。

線
路
使
用
料
（
ア
ボ

イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
）
に

関
す
る
費
用
が
経
営
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。

旅
客
が
貨
物
よ
り
優

先
し
て
、
貨
物
は
長
時

間
待
た
さ
れ
る
。

東
京
指
令
と
水
戸
指

令
に
違
い
が
あ
る
。
第

三
者
の
設
置
が
必
要
と

思
う
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
貨
物

鉄
道
輸
送
の
必
要
性
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

車
両
セ
ン
タ
ー
で
３

名
が
国
労
に
加
入
し
た
。

病
欠
で
こ
れ
か
ら
の

仕
事
に
不
安
が
あ
り
、

国
労
の
人
が
親
身
に
な
っ

て
も
ら
い
、
担
務
変
更

が
出
来
た
こ
と
で
加
入

に
至
っ
た
。

労
働
条
件
を
改
善
し

て
他
労
組
を
含
め
、
少

し
で
も
理
解
し
て
も
ら

第
58
回
福
島
支
部

定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
１
名
が
病
欠

で
担
務
が
つ
け
な
い
。

来
月
、
２
名
が
退

職
に
、
今
現
在
の
要

員
で
は
勤
務
が
ま
わ

ら
な
い
。
運
転
再
開

は
大
丈
夫
な
の
か
。

と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

い
な
が
ら
、
政
治
・
行

政
の
改
善
を
し
て
行
こ

う
。

第６号 こくろう みと 平成２８年１月６日

貨物の構造矛盾を全組合員で訴えていこう

労
働
者
に
責
任
は
な
い

結
び
つ
き

つ
な
が
り
生
か
し
て

大
胆
に

国
労
加
入
を訴

え
よ
う
！

第
58
回
福
島
支
部
定
期
大
会

ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
と
は

仮
に
貨
物
列
車
が
運
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
か
か
る
線
路

の
保
守
作
業
に
か
か
る
費
用
を
計
算
し
、
貨
物
列
車

が
走
行
し
た
場
合
に
か
か
る
増
加
し
た
経
費
を
貨
物

会
社
が
支
払
う
方
式
。
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会
計
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金
賀

智
彦

久
保
杉
嘉
之

生
活
出
来
る
賃
金
を


